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2023年度「役員研修会」を開催2023年度「役員研修会」を開催
今年度は、昨年の学びをさらに深掘りし、ろうきん・こくみん共済 coop の
抱えている課題を共有化して労働者福祉事業の今後を考える気付きとする。

　2023年 ９ 月 １ 日㈮、「ワーク
ピア広島」において、役員、
地区労福協、福祉事業団体か
らWebでの参加も含め総勢57
名が参加して「役員研修会」
を開催しました。
　まず、主催者を代表して、久光会長が挨拶を
行った後、講演に入りました。

　最初に、講演 １ として、中
国労働金庫　常務理事の瀬光 
秀昭氏より、「『統合20年』を
迎えた中国ろうきんの現状と
課題」と題した講演をいただ
きました。講演では、中国労

働金庫が高齢者層に支えられている現状、若年
層に対して「運動」の伝承を行っていき、裾野
拡大していくことが未来につなげていくための
大きな課題であることなどが提起されました。
　続いて講演 2 では、こくみ
ん共済coop広島推進本部　事
務局長の杉田 和正氏から、

「現況と新しいたすけあいに向
けて」と題した講演をいただ
きました。
　この中で、火災共済契約の組合員年齢別分布
や各共済の職域・居住域分布などで世代間の差
がある現状についての説明があり、労金と同様
に今後の取り組みを進める上での課題が提起さ

れました。
　最後に、特別講演とし
て、一般社団法人静岡県
労働者福祉協議会の専務
理事 鈴木 利和氏を講師
として迎え、「つながる
労福協運動」と題した講
演を受けました。
　静岡県労福協は、地域で若い世代とのつなが
る活動を具体的に実践していくため、「若者の
会」を県下12地区に設置、意見交換会等を通じ
て、若年層の意見を取り組みに反映していく活
動を始めていることを報告いただきました。
　鈴木講師は、「世代間のつながりの仕組みを構
築する上で、社会課題解決を軸とする取組みは
検討の価値がある。新たな世代を巻き込むこと
で、SNS を活用しての情報発信と新たなつなが
りの経路を確保することが可能となる」と締め
くくり、研修会は終了しました。
　静岡県労福協の取り組みも始まったばかりで、
多くの課題があるとのことですが、「始めること
が重要」だと確認することができました。
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まちおこし連携
３年ぶりに 広島県労福協「農業体験活動」を実施!!３年ぶりに 広島県労福協「農業体験活動」を実施!!

農業体験を通して、「農」と「食」の大切さを知ってもらうとともに、
家族との「ふれあい」と「地域貢献」を目的とした「農業体験活動」を実施しました。

　2023年 9 月30日㈯、安芸高田市甲田町小原の
圃場において、広島県内の各地区から過去最多
となる総勢260名が参加して、「第10回農業体験
活動」を実施しました。
　開会式では、主催者を代表して広島県労福協
の久光会長、小原地域振興会の谷口会長より挨
拶を受けました。
　続いて、地域振興会の小城事務局長より、道
の駅「三矢の里」や安芸高田市の魅力について
紹介がありました。
　最後に、圃場の維持管理をしていただいてい
る㈱トペコおばらの沖田社長より、注意事項の
説明を受けて、作業が開始となりました。
　当日は、まだ暑さは残るものの、澄んだ秋晴れの
下で、水分補給をしながらの収穫作業となりました。
　圃場の土はかなり固くなっていたため、地域
振興会の役員さんや参加家族のお父さんが、ス
コップや鍬で土を掘り起こしたあと、子供たち
が小さなスコップで、一生懸命にサツマイモを
探し出していました。

　お母さんは、子供たちに「普段、家で食べてい
るお芋さんは、キレイにしてスーパーに並んでる
けど、自分で作って収穫しようとしたら、こんな
に大変なんだよ」と説明してあげていました。
　今年の夏は、各地とも例年と比べ高温の日が
続いたため、サツマイモの実りにやや不安があ
りましたが、参加されたみなさんは、バケツや
袋いっぱいのサツマイモを収穫することができ
ました。
　閉会式では、参加者のみなさんに収穫したサ
ツマイモを掲げてもらって、笑顔の記念撮影を
行いました。子供たちからは「楽しかった！ま
た来年も来たい！」という声もたくさん聞くこ
ともできました。
　参加されたみなさん怪我もなく、無事農業体
験活動を終了することができました。
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西　部
労福協 理念・歴史リーダー養成講座開催！

目的：「労働運動・労働者自主福祉運動が果たしてきた役割を認識・理解し、21世紀社会に対応
しうる新しい労働者福祉運動の構築に向けて、労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史の伝承
者（講師・リーダー）として、職場・地域で労働者福祉運動の新たな創造を担うリーダー（若
手組合員・職員）の育成を図る。

　2023年 8 月 4 日㈮～ 5 日㈯、西部労福協「第
8 期労働者福祉運動の理念・歴史リーダー養成
講座」が岡山市「ピュアリティまきび」で、 4
年ぶりにリアル開催され、中四国から39名、広
島からは 3 名が参加しました。
　まず、主催者を代表して、西部労福協の森会
長から挨拶を受けた後、講義に入りました。

　 1 日目の講義 1 では、中央労
福協　講師団講師の高橋　均氏
より、「“競争か連帯か”戦後労
働運動と労働者自主福祉運動の
理念と歴史を振り返る。」と題
した講義を受けました。

　講義 2 では、中央労福協事務
局次長　遠藤　孝一氏より、

「労福協の2030年ビジョンにつ
いて」の講演ををいただきました。
　 2 日目は、岡山県労福協事務
局次長 有元　純一氏をファシリ
テーターとして、1日目の講義 1・ 2を受講したう
えで、「若い世代の発想による、労働者福祉事業の
今後の取り組みについて」をテーマに、4グループ
に分かれて分散会を行い、労働者福祉事業を若い世
代に理解してもらい、利用してもらうためにはどう
すればいいのかを参加者全員で考えました。
　今回の研修に参加された若いみなさんが中心
となって、この研修で得たことを、地域や職場
で実践されることを期待します。

西　部
労福協
主　催 『島根原子力発電所』を視察訪問

　2023年 9 月21日㈭、西部労福協が主催して、
中四国 9 県からの20名と中央労福協の遠藤事務
局次長が参加し、島根原子力発電所を視察訪問
しました。
　最初に、「島根原子力館」で、発電所の岩崎所
長から、この発電所では、福島第一原子力発電
所の事故を踏まえ、大幅に強化された新たな規
制基準に則り、徹底した安全対策が実施されて
いることの説明を受けました。
　発電所構内への入場にあたっては、事前に写
しを提出した運転免許証など身分証明書と同じ
物を持参しないと入れない、敷地内も含めて、
内部の写真も撮影できないなどの厳重なチェッ
クがありました。

　構内では、建設工事中の「 3 号機」「中央制御
室」など、稼働後は見ることができなくなる施
設も見学させていただきました。
　今回の視察では、原発の是非を問うのではな
く、大きな課題である電力をはじめとしたエネ
ルギー問題や環境問題を考えるうえで、大変意
義のある視察訪問となりました。
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中　央
労福協 「第 4回地方労福協会議」開催

　2023年 9 月28日㈭、中央労福協の「第 4 回地
方労福協会議」が Web 開催されました。
　中央労福協の吉成副会長の挨拶で始まった会
議では、南部事務局長から2023～2024年度活動
方針（素案）等が提案されました。

議　　　題
1．　2023全国福祉強化キャンペーンについて
2．　新たな運動の展開と組織運営について
3．　2024年度以降の「ろうふくエール基

金」の取り扱いについて
4．　2023～2024年度活動方針（素案）について
5．　ライフサポート活動に関する事例共有
6．　フードバンク活動に関する情報交換

　会議の後半では、成果のあった取組みを全国
で事例共有するということで、北海道労福協か
らは「奨学金に関する電話相談」の取り組み、
神奈川県と高知県の労福協からは「フードバン
ク活動」について報告がありました。
　広島県労福協からも、2022年 5 月から実施し
ている「ライフサポートセンター事業」のイン
ターネット検索ツールを利用した広告宣伝と、
その効果で相談件数が大幅に増えたことについ
て報告しました。
　また、広島県労福協が、ろうふくエール基金
の助成金を NPO 法人反貧困ネットワーク広島
に寄贈し、同団体の行う住宅要確保配慮者の支
援に協力したことの紹介もありました。

【広島西地区労福協】「企画委員会および事業推進会議」
　広島西地区労福協では、「企画委員会および事業推進会議」を 8 月29日㈫広島エアポートホテル
において地区労福協役員および各部会幹事15名の参加により開催しました。
　谷口会長挨拶の後、来賓の広島県労福協　久光会長より「地区労福協との連携強化」や「福祉
事業団体の現状」等についてご講演をいただきました。
　その後議事に入り、審議事
項についてすべて承認されま
した。
　また、会議終了後には懇親
会、翌日にはスポーツ交流会
を行うなど、相互の親睦と交
流を深めました。
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ろうきんからのお知らせ

中国労働金庫上期営業推進状況について
　2023年度上期（ 4 月～ 9 月）の推進状況は以下のとおりです。
　預金は、会員のみなさまのご協力により順調に推移していますが、融資は、今年度も有担保ローンが
低調であり、厳しい状況（特に広島県）で推移しています。10月から発売する新商品「住宅ローン with

（自由設計）」の推進により利用拡大を図ります。

【中国労金】
年間計画 実　績 達成率

預 金 増 加 額 15，000百万円 12，058百万円  80．3％
融 資 増 加 額 19，858百万円  7，888百万円  39．7％

【広島県】
年間計画 実　績 達成率

預 金 増 加 額  5，450百万円  7，291百万円 133．7％
融 資 増 加 額  7，476百万円  1，390百万円  18．5％

↓広島県融資の内訳
年間計画 実　績 達成率

有担保証書貸付新規実行額 23，180百万円  8，646百万円  37．3％
無担保証書貸付新規実行額  8，269百万円  4，491百万円  54．3％
カ ー ド ロ ー ン 増 加 額 　 725百万円 　 245百万円  33．8％
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こくみん共済 coopからのお知らせ

「防災・減災」と「たすけあい」を考える
～関東大震災から100年～

3423W004

　1923年 9 月 1 日午前11時58分に東京・神奈川を中心とする関東地方で発生した関東大震災から、今年
で100年となります。
　住まいの保障から事業を開始した当会は、もしもの安心（住まいの保障）に加え、事前（日常の備え）
や事後（生活再建）のサポートなど、万一から命と暮らしを守る防災・減災活動に取り組んでいます。
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企画・手配・提案
旅行・イベントのお困り事解決します！
  〜あなたの旅のコンシェルジュ〜
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（一社）広島県労働会館からのお知らせ

7

旅行のことならなんでもお任せ下さい！

ユニオントラベル広島
『出張手配・個人旅行・バスレクリエーションの幹事になった…』

まずはお電話ください！　きっとお役にたてるはず！！

【お問合せ】　（一社）広島県労働会館（広島市南区金屋町1-17）　広島県知事登録旅行業第2-62号

ユニオントラベル広島（総合旅行業務取扱管理者：中野　篤）

電話：082-261-8131　FAX：082-263-3489

休石 新見 中野 三宅 吉松

ホテルでの
イベント・組合行事
パーティ幹事・会社の
周年記念・親睦を
深めるイベント等

出張・個人旅行
団体旅行
日帰りバス旅行等
なんでもOK

対面に WEB を
併用した集会
フルサポートします
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街で噂の
牛すじ黒カレー

新発売
スパイシー
辛口

540円（税込）
スパイシー辛口
1人前　200ｇ
レトルトカレー

〒721-8588
広島県福山市南蔵王町4丁目5番18号
TEL：084-925-3800　URL https://r-miyabi.or.jp/

ユニオントラベル広島

あなたの旅のコンシェルジュ
最大限の対策をしてお待ちしております !!

＜旅行部門＞
国内・海外旅行　バスレク（日帰り・宿泊）

組合イベント　周年行事の手配
宿泊研修・出張手配　家族・職場旅行

詳しい内容・ご相談はユニオントラベル広島まで、お気軽にお問合せください。

082-261-8131TEL
受付時間　9：00～19：00（日曜・祝日は 17：00 まで）

FAX　082-263-3489
E-mail　info@workpier.jp
URL　https://www.worKpier.jp

〒732-0825　広島市南区金屋町 1-17

事業部 事業部

【新型コロナウィルス対策について】◎定期的な換気の推奨（窓完備）　　　　　　　　　◎各会場はご利用毎に消毒
◎会場面積に対しての推奨定員をご提案します。　◎周囲との距離を十分にとったレイアウトをご提案します。

一般社団法人　広島県労働会館


